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のゲームに、その前段階として、さまざまな戦略的コミットメントを付け加えた完全情報 2 段階ゲーム(および 3 段
階ゲーム)を分析することによって、複占企業の行動を明らかにしようとするものであるo
本論文を通じて、ゲームのプレイヤーは企業 1 ・企業 2 である。また、ゲームは 2 段階(第 l 章は 3 段階)であり、
その第 1 段階で企業 l が何らかのコミットメントを行い、第 2 段階でクールノー=ベルトラン型の数量・価格決定が







トメントを実行すると、サプゲームにおける企業 1 の反応曲線が変形するo それ故に、企業 l は、コミットメントを









て、その契約項目に、払い戻し率という 1 つの変数を追加して、コミットメントの集合とした。本章では、第 1 期の
企業 1 の価格はすでに決定したものとして、第 2 期における反応曲線と払い戻し率の関係を論じた。
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第 3 章では、第 2 章の 2 期間モデルを( 1 期間) 2 段階ゲームに変更した。すなわち、第 2 章では両企業は今期と
来期の 2 期間にわたって生産・販売を行うとされたのであるが、本章では生産・販売は 1 度限りとされた。払い戻し
を受けるのは財を購入する同じ消費者である o ゲームの第 1 段階で、企業 1 は価格と払い戻し率を宣言する。第 2 段
階はベルトラン・サブゲームである。企業 l のベルトラン均衡価格が、シュタッケルベルグ均衡価格より低いときに
はゲームの完全均衡としてシュタッケルベルグ均衡が達成されることが示された。








第 6 章では、コミットメントの集合として終身雇用契約戦略が考えられた。第 2 段階がクールノー・サブゲームの
ものとベルトラン・サプゲームのものの 2 つのゲームが考察される o それぞれのゲームについて、両企業聞の戦略的
連関性により 2 つ場合を考える。本章では、これらの組み合わせによる 4 つのケースにおける参入阻止を分析した。
第 7 章では、コミットメントの集合として、賃金増額契約(第 4 章)と終身雇用契約(第 6 章)を採用し、既存企
業による潜在的参入企業の参入阻止の問題を分析した。第 2 段階として、クールノー・サプゲームのものとベルトラ
ン・サプゲームのものを考えた。さらに、両企業の財に対する需要の連関性と両企業の戦略的連関性を考慮して、 8
つのケースを考察した。それぞれのケースについて均衡で採択されるコミットメントの種類は一意的であることが示
された。また、すべてのケースで既存企業は参入を阻止することが可能であることが示されたD
論文審査の結果の要旨
本論文は、戦略的コミットメントの集合を様々に特定することによって、戦略的コミットメント理論により、複占
企業の行動を分析したものである。本論文で扱われた戦略的コミットメントは、生産能力投資、価格保護、賃金増額
契約、終身雇用である。これらはし、ずれも聞き慣れた言葉であるが、そのほとんどのものについて、著者独自のモデ
ル化がなされている O 本論文は戦略的コミットメント理論の豊かな可能性を示した。よって、本論文を博士(経済学)
の学位論文として価値あるものと認める。
? ?? ?
